
今
年
の
干
支
は
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）
で
す
。

本
来
、
干
支
と
は
十
干
十
二
支
（
じ
っ
か
ん
じ
ゅ

う
に
し
）
の
こ
と
で
、
十
干
（
甲
、
乙
、
丙
、
丁
、

戊
、
己
、
庚
、
辛
、
壬
、
癸
）
と
十
二
支
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
今
年
は
六
十
通
り
の
組
み

合
わ
せ
の
中
で
、
三
十
八
番
目
に
あ
た
り
ま
す
。

牛
は
、
古
来
か
ら
祭
事
や
祓
に
も
用
い
ら
れ
、
神

仏
が
乗
る
神
使
の
動
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
菅
原
道
真
と
の
関
わ
り
か
ら
天
神
信
仰
と

の
関
係
が
深
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
続
日
本

紀
』
の
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
年
）
の
記
事
に
は
、

疫
病
が
流
行
し
た
際
、
土
牛
を
作
り
、
土
牛
を
用

い
て
祓
い
を
行
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

安
期
に
は
、
彩
色
し
た
土
牛
を
大
寒
前
夜
か
ら
、

立
春
前
夜
ま
で
大
内
裏
の
諸
門
に
立
て
る
こ
と
が

『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
神
使
の
牛
に
あ
や
か
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、
再
び
安
定
し
た
活

動
が
送
れ
る
年
に
な
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

丑
年
に
つ
い
て

正
月
を
迎
え
て

正
月
飾
り
っ
て
何
？

お
正
月
に
は
、
各
家
々
で
年
神
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

年
神
様
は
そ
の
年
の
恵
方
（
え
ほ
う
）
よ
り
訪
れ
、
一

年
間
の
家
族
の
健
康
と
幸
福
を
授
け
て
く
だ
さ
る
神
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
関
の
し
め
縄
飾
り
は
年
神
様
を
お

迎
え
す
る
た
め
の
も
の
で
、
家
内
が
清
浄
な
場
で
あ
る

こ
と
や
外
か
ら
災
厄
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
等
の
意
味

を
持
ち
ま
す
。
し
め
縄
飾
り
は
、
年
末
の
大
掃
除
で
あ

る
す
す
払
い
が
終
わ
っ
た
後
お
飾
り
す
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
一
夜
飾
り
と
な
る
大
晦
日
は
避
け
ま
す
。
し

め
縄
飾
り
の
形
態
は
様
々
で
す
が
、
中
で
も
一
般
的
な

の
は
、
し
め
縄
に
白
色
も
し
く
は
紅
白
の
紙
垂
を
垂
ら

し
、
そ
の
上
に
裏
白
や
ゆ
ず
り
葉
な
ど
の
植
物
や
橙
や

ほ
ん
だ
わ
ら
な
ど
の
果
物
や
海
藻
、
海
老
が
添
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
門
松
は
年
神
様
を
お
招
き
す
る
た
め
の

依
代
（
神
様
が
宿
る
も
の
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

正
月
飾
り
は
、
一
般
的
に
一
月
七
日
ま
で
お
飾
り
し
、

十
五
日
に
と
ん
ど
祭
り
や
、
左
義
長
（
さ
ぎ
ち
ょ
う
）

と
呼
ば
れ
る
、
お
焚
き
上
げ
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆

神

社

の

豆

知

識

令
和
三
年
（
紀
元
二
六
八
一
年
）
の
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）
の

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
（
い
や
さ
か
）
と
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
平
安
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
広
が
る
、

未
曽
有
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
未
だ
に
感
染
症
の

終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
多
く
の
神
社
で
は
、
神
賑
行
事
の
中
止
や
規
模
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
に
あ
り
ま
す
が
、
祈
り
の
場
で
あ
る
お

祭
り
は
斎
行
を
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

特
に
お
正
月
の
初
詣
は
、
新
年
の
無
事
と
平
安
を
祈
願
す
る
日

本
の
大
切
な
伝
統
行
事
で
す
。
神
社
で
は
御
参
拝
の
皆
様
に
安

全
・
安
心
に
お
参
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、
感
染
症
対
策
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
の
で
マ
ス
ク
を

し
て
余
裕
を
持
っ
て
お
参
り
下

さ
い
。

神
社
で
も
一
日
も
早
い
感
染
症

の
終
息
を
願
っ
て
皆
様
と

祈
念
を
重
ね
て
参
り
た
く
存
じ

ま
す
。
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家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
一
般
的
に
は
五
十

日
を
忌
中
と
し
て
故
人
を
偲
び
、
お
ま
つ
り
を
遠
慮

し
ま
す
が
、
忌
が
明
け
れ
ば
通
常
の
生
活
に
戻
り
ま

す
。
忌
の
期
間
が
正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
忌
が
明

け
て
か
ら
お
神
札
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
祓
と
は
記
紀
神
話
に
描
か
れ
る
伊
弉
諾
尊(

い
ざ

な
ぎ
の
み
こ
と)

の
禊
祓
（
み
そ
ぎ
は
ら
え
）
を
起

源
と
し
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た
罪
や
過
ち
、
心
身

の
穢
れ
、
災
い
を
祓
い
清
め
、
清
ら
か
で
正
常
な
姿

を
取
り
戻
す
た
め
の
お
祭
り
で
す
。
多
く
の
神
社
で

は
年
に
二
度
、
六
月
の
夏
越
の
祓
と
十
二
月
の
年
越

の
祓
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
祓
詞
を
唱
え
、
紙
を
人
の

形
に
切
っ
た
人
形(

ひ
と
が
た)

等
を
用
い
て
身
に
つ

い
た
穢
れ
を
祓
い
、
無
病
息
災
を
祈
る
た
め
、
茅
や

藁
を
束
ね
た
茅
の
輪
を
神
前
に
立
て
て
、
こ
れ
を
く

ぐ
り
ま
す
。

厄
年
の
年
齢
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
、
体
力
や
家
庭

環
境
、
或
は
対
社
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
転
機
を
迎
え
、
災

厄
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
厄

年
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
厄
祓
い
や
厄
除
け
の
ご
祈
願

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

令和3年 厄年表

男性

※

数
え
年
は
、
誕
生
日
前
の
場
合
は
２
歳
、
誕
生
日
を

迎
え
て
い
る
場
合
は
、
１
歳
を
足
し
て
計
算
し
ま
す
。

※

神
社
や
神
道
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

左
記
の
Ｑ
Ｒ
か
ら

前厄 本厄 後厄

前厄 本厄 後厄

女性

年
祝
と
は
、
命
の
営
み
を
神
様
に
奉
告
、
感
謝
し
て
家

族
や
友
達
と
お
祝
い
を
す
る
人
生
の
お
祭
り
の
一
つ
で

す
。
当
初
祝
う
年
は
、
四
十
歳
、
五
十
歳
と
十
歳
刻
み

で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
現
在
の
形
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。
（
年
齢
に
込
め
ら
れ
た
願
い
や
色

が
存
在
し
ま
す
）

忌
中(

き
ち
ゅ
う)

の
場
合

大
祓
に
つ
い
て

厄
年
に
つ
い
て

年
祝(

と
し
い
わ
い)
に
つ
い
て

令和3年 年祝表

還暦
61歳

（昭和36年生）

古希
70歳

（昭和27年生）

喜寿
77歳

（昭和20年生）

傘寿
80歳

（昭和17年生）

半寿
81歳

（昭和16年生）

米寿
88歳

（昭和9年生）

卒寿
90歳

（昭和7年生）

白寿
99歳

（大正12年生）

百寿・紀寿
１００歳

（大正11年生）

24歳
（平成１０年生）

25歳
（平成9年生）

26歳
（平成8年生）

41歳
（昭和56年生）

42歳
（昭和55年生）

43歳
（昭和54年生）

60歳
（昭和37年生）

61歳
（昭和36年生）

62歳
（昭和35年生）

18歳
（平成16年生）

19歳
（平成15年生）

20歳
（平成14年生）

32歳
（平成2年生）

33歳
（昭和64年/平成元年生）

34歳
（昭和63年生）

36歳
（昭和6１年生）

37歳
（昭和60年生）

38歳
（昭和59年生）

家
内
安
全
・
身
上
安
全
・
商
売
繁
盛
・
初
宮
参
り
・
七
五

三
詣
・
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
・
交
通
安
全
・
縁
結
祈

願
・
子
授
祈
願
・
安
産
祈
願
・
厄
祓
い
・
病
気
平
癒
・
心

願
成
就
・
地
鎮
祭
・
竣
工
祭
・
自
動
車
清
祓
な
ど
様
々
な

ご
祈
願
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
神
さ
ま
に
近
い
場
所
で
、
願
意
を
届
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
祈
願
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
社
務
所
ま
で

連
絡
先

左
右
神
社
・
櫻
井
子
安
神
社

社
務
所

９
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８
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
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せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
受
付


